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37億7857万円 263億3000万円
　25年度は、給水人口や給水量の減少が進むこ
とによって、経営面での一層厳しい事業運営が
見込まれますが、引き続き水道事業中期計画第
Ⅱ期実施計画に基づき、主要な施設の更新及び
耐震化事業を着実に進めます。また、新たに「我
孫子市放射性物質除染実施計画」に沿った浄水
場施設の除染や危機対応施策の一環として、災
害事故対策の充実に向けた取り組みにも着手し
ます。

　水道局経営課☎7184−0114
▼業務の予定量

区　　分 平成25年度予定業務量 対前年度増減率
給水戸数 5万1600戸 △1.3％
年間総給水量 1248万3000㎥ △4.1％
▼収益的収支（水道料金や水道水を届けるための費用）

会計名 平成25年度予算額 対前年度増減率
水道事業収益 24億4371万円 △2.0％
水道事業費用 24億 488万円 △2.3％
▼資本的収支（水道施設の建設・改良にかかる収支）

会計名 平成25年度予算額 対前年度増減率
資本的収入 1159万円 △94.5％
資本的支出 13億7369万円 55.8％

水 道 事 業 会 計 特 別 会 計

　特別会計は、特定の事業を行うために、
特定の歳入をもって特定の歳出に充てる独
立した会計をいいます。我孫子市には4つ
の特別会計があり、平成25年度は4つの会
計の合計で、総額263億3000万円です。
　各特別会計の予算額は、下表のとおりで
す。

　財政課・内線236

▼特別会計の予算額(金額順)

会計名 平成25年度予算額 対前年度増減率

国民健康保険事業 135億5000万円 1.9％

介護保険 76億円 6.7％

公共下水道事業 38億2300万円 △12.4％

後期高齢者医療 13億5700万円 0.4％

合  計 263億3000万円 7.2％
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平成25年度 平成25年度

その他 3.5％
13億3926万円

市税 46.5％
169億1617万円
市税 46.5％
169億1617万円

国庫支出金
13.1％

47億6467万円

国庫支出金
13.1％

47億6467万円

市債 9.4％
34億3300万円
市債 9.4％
34億3300万円

地方交付税 8.6％
31億1184万円
地方交付税 8.6％
31億1184万円

県支出金 5.3％
19億2269万円

繰入金 4.6％
16億8549万円

地方消費税交付金 2.9％
10億5000万円

分担金・負担金 1.8％
6億4169万円

使用料・手数料 1.6％
5億6875万円

繰越金 1.4％
5億円

地方譲与税 0.9％
3億2000万円

財産収入 0.4％
1億2644万円

歳入予算の構成〈構成比順掲載〉

予備費 0.3％
1億円

民生費 41.2％
149億7008万円
民生費 41.2％
149億7008万円

総務費
10.3％

37億3722万円

総務費
10.3％

37億3722万円

土木費
11.5％

41億7752万円

土木費
11.5％

41億7752万円

教育費
11.0％

40億1577万円

教育費
11.0％

40億1577万円

公債費 8.3％
30億1625万円
公債費 8.3％
30億1625万円

衛生費 9.0％
 32億9118万円
衛生費 9.0％
 32億9118万円

消防費 4.2％
15億4041万円

災害復旧費 1.5％
5億4072万円

議会費 1.0％
3億4488万円

商工費 0.9％
3億3847万円
農林水産業費 0.8％
3億750万円

歳出予算（目的別）の構成〈構成比順掲載〉

一般会計予算の構成比（グラフ） 平
成
25
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
予
算
が
前
年
度
よ

り
増
額
と
な
っ
た
の
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
布
佐
東
部
地
区
の
復

興
事
業
費
を
当
初
予
算
に
盛
り

込
ん
だ
こ
と
や
、
小
・
中
学
校

屋
内
運
動
場
大
規
模
改
造
事
業

費
の
増
加
、
生
活
保
護
費
や
障

害
者
介
護
給
付
費
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
や
介
護
保

険
特
別
会
計
等
へ
の
繰
出
金
な

ど
社
会
保
障
費
全
般
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
復
興
事
業

と
し
て
布
佐
東
部
地
区
に
市
営

住
宅
の
建
設
を
行
う
ほ
か
、小
・

中
学
校
５
校
の
屋
内
運
動
場
の

耐
震
補
強
を
実
施
し
、
平
成
26

年
度
に
全
て
の
小
・
中
学
校
屋

内
運
動
場
の
耐
震
補
強
完
了
を

目
指
す
と
と
も
に
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

発
生
し
た
放
射
能
へ
の
対
策
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に

治
療
費
の
一
部
助
成
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
脳
ド
ッ
ク
を
受

け
た
方
に
対
し
て
も
費
用
の
一

部
助
成
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
が
減
少
し

　

繰
入
金
が
増
加

歳入
　

市
の
歳
入
の
柱
と
な
る
市
税

は
、
市
民
税
が
所
得
の
減
少
や

納
税
義
務
者
数
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

１
億
２
千
万
円
減
額
と
な
る
見

込
み
で
す
が
、
固
定
資
産
税
が

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
評
価

替
に
よ
る
下
落
が
抑
え
ら
れ
た

こ
と
や
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
新
築
家
屋
の
軽
減
終
了
な
ど

に
よ
り
約
１
億
６
千
万
円
増
額

と
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
税
も
県

た
ば
こ
税
の
一
部
が
市
へ
移
譲

さ
れ
る
こ
と
か
ら
約
５
千
万
円

増
額
と
な
る
た
め
、
市
税
全
体

で
は
対
前
年
度
比
１
億
８
０
２

万
円
増
の
１
６
９
億
１
６
１
７

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
扶
助
費
の

増
加
に
伴
う
生
活
保
護
費
負
担

金
や
障
害
者
自
立
支
援
費
負
担

金
な
ど
の
増
は
あ
る
も
の
の
、

放
射
能
対
策
経
費
の
減
少
に
伴

い
放
射
線
量
低
減
対
策
特
別
緊

急
事
業
費
補
助
金
が
減
と
な
り
、

児
童
手
当
負
担
金
も
所
得
制
限

の
導
入
に
よ
り
減
少
し
た
た
め
、

総
額
で
２
億
９
５
８
６
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
政
策
的
事
業
に

充
て
る
財
源
を
補
う
た
め
、
財

政
調
整
基
金
（
年
度
間
の
予
算

の
調
整
を
行
う
た
め
の
積
立

金
）か
ら
11
億
６
６
０
０
万
円

の
繰
入
を
見
込
ん
で
お
り
、
各

種
特
定
目
的
基
金
や
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入
と
合
算
す
る
と
７

億
２
９
７
０
万
円
の
大
幅
な
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
昨
年
度
は
補
正
予

算
で
実
施
し
た
小
中
学
校
屋
内

運
動
場
大
規
模
改
造
事
業
を
当

初
予
算
に
計
上
し
た
こ
と
や
、

焼
却
灰
を
飛
灰
と
主
灰
に
分
離

す
る
た
め
の
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整
備
、
第
四
小
学
童
保
育
室

の
整
備
、
手
賀
沼
公
園
・
久
寺

家
線
道
路
改
良
事
業
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
２
億
９
２
６
０

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
経
費
の
計
上
に
よ
り

　
災
害
復
旧
費
が
大
幅
増

歳出
　

民
生
費
は
、
児
童
手
当
が
所

得
制
限
の
導
入
に
伴
い
約
２
億

２
千
万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
社
会
福
祉
施
設

の
整
備
や
私
立
保
育
園
施
設
の

整
備
、
学
童
保
育
室
の
整
備
に

よ
る
増
に
加
え
、
年
々
増
加
す

る
生
活
保
護
費
や
障
害
者
介
護

給
付
費
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
及
び
介
護
保
険
特
別

会
計
等
へ
の
繰
出
金
な
ど
の
社

会
保
障
費
全
般
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
４
億
８
０
１
８

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
廃
棄
物
処
理
施

設
の
整
備
や
、
原
発
事
故
対
策

と
し
て
実
施
す
る
民
有
地
や
私

立
高
校
・
大
学
の
除
染
費
用
の

増
加
な
ど
に
よ
り
４
億
４
７
６

１
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
、
我
孫
子
駅
北
口

土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処

分
に
よ
る
清
算
金
の
徴
収
交
付

や
、
手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家
線

の
整
備
事
業
費
の
増
、
嘉
納
治

五
郎
邸
跡
地
の
整
備
、
つ
く
し

野
歩
道
橋
の
長
寿
命
化
工
事
の

実
施
な
ど
に
よ
り
２
億
３
９
１

６
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
小
・
中
学
校
19

校
の
放
射
線
量
低
減
対
策
事
業

が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
約
４

億
円
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

小
・
中
学
校
６
校
（
第
三
小
学

校
、
布
佐
小
学
校
、
並
木
小
学

校
、
湖
北
台
東
小
学
校
、
湖
北

中
学
校
、
白
山
中
学
校
）の
屋

内
運
動
場
大
規
模
改
造
事
業
を

当
初
予
算
で
計
上
し
た
こ
と
、

児
童
・
生
徒
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
３
校
（
根
戸
小
学
校
、

第
四
小
学
校
、久
寺
家
中
学
校
）

の
７
教
室
改
造
工
事
の
実
施
な

ど
に
よ
り
１
億
５
９
４
１
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
布
佐
東
部

地
区
で
小
規
模
住
宅
改
良
事
業

と
し
て
５
棟
10
戸
の
市
営
住
宅

を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
４
億

２
８
０
５
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
償
還
に
係
る
支
払
元
金
の

増
加
に
よ
り
１
億
６
２
６
８
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
市
の

　
　

借
り
入
れ
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場
の

耐
震
補
強
工
事
や
放
射
能
対
策

な
ど
の
事
業
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
市
民
の
健
康
と
安
全

で
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

最
優
先
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
将
来
へ
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、

市
の
借
金
残
高
を
減
ら
す
こ
と

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
大
き
な
経
費
を
要
す

る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
こ
数
年
間
は
残
念
な
が

ら
減
ら
す
こ
と
が
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

た
だ
、
借
金
を
減
ら
す
こ
と

も
重
要
で
あ
り
、
最
優
先
事
業

終
了
後
か
ら
減
ら
す
こ
と
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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